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佃的】

双極性障害田D)は、抑うっならびに繰エピソードの存在を特徴とする精神疾患であり、その病相の

多くを抑うっ状態で経過する。これまでの神経画像学的研究によりBD患者では前頭葉、側頭葉における

機能障害の存在が明らかにされてきたが、 near・infrared spectroscopy (NRS)を用いた研九はごく限ら

れてぃる。本研究では、 BD患者の抑うっ症状の重症度とNIRSによって測定される酸素化へモグロビン

(。xy_Hb)変化量に関連がみられるかどうかにっいて検討を行うことで、 BD患者における抑うっ症状の

客観的評価に対するMRSの有用性を明らかにする。

【方法】

対象は弱名のBD患者ならびに28名の健常対照者田C群)。全例右利き。臨床評価には17項目版

Hamilton raung scale for depression (HAM・D17)、 Beck Depression lnventory・second Edition (BDI'1D、

Y。ung Mania Rating scale (YMRS)を用い、 HAM・D17 < 8 かっ YMRS く 10 を eU杜lymic BD (BPE ;

25名)群、 HAMD 之.8かっ YMRS く 10 を bipolar depression 田PD ;30名)群と疋義した0 脳機椛の

評価には日立メディコ製光トポグラフィ装置 ETG・4000を使用し、実行機能課題による賦活検査として

Verba1丑Uencytask (VFT)用い、課題負荷による Oxy・Hb変化量を求めた0

Ⅱ吉果】

3群間で年齢、性別、教育年数、 VFT想起語数に有意差はみられなかった。前頭側頭部の18つの

Channe1 において、 BD 患者の Oxy、Hb変化量は HC群よりも有意に小さかった(false・discovery rate

[FDR]_corrected p = 0.000-0.0ID。さらに、左側頭部の 3 つの Channel (ch42,51,52)において、 BPD

群の。xy_Hb変化量はBPE群よりも有意に小さかった(P = 0.005-0.014)。 BD患者の左側頭部の 2つの

Ch飢nel(ch51,52)における Oxy、Hb変化量は抑うっ症状の重症度値AM・D17並びにBDI・Π得点)と有

意な負の相関がみられた。

【考察】

BPD群とBPE群において差異の認められた左側頭部の3つのCh飢ne1の音酎立は、おおよそ側頭極と中

側頭回に一致する。側頭極は社会機能や感情の過程に関係の深い傍辺縁系に分類される0 中側頭回の機

能は未だ不明な点もあるが、気分の調節に関与するとされる。3つのChanne1のOxy・Hb変化量の低下は、

これらの部位の機能失調を反映している可能性がある。

我々の結果から、 N凪Sでは左側頭部のOxy、Hb変化量に注目することで、 BD患者の病相ならびに重

症度を客観的に評価することができる可能性が示された。

【結論】

これまでの報告と同様に、 BD患者は前頭葉・側頭葉の機能障害を有することか示された0 さらに、

NIRSで同定された状態(state)依存性の左側頭部における賦活反応性は、 BD患者における抑うっの重

症度のバイオマーカーとなりうると考えられた。

論文内容の要旨
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当該博士論文にっいて、口頭試問を行い以.下のような回答を得た。

①.NIRSの.チ弛ンネルとプローブの.関係にっ.いて:散乱光を検出するため・1対1の,対応とは
言えない。

号△

②賦活課題として語流暢課題を用いた理由にっいて:すでに確立されたタスクとして多
くの先行研究の成果を参照しうる課題として選択した。

③患者群で健常群に比ベて賦活が低いのに想起語数に変わりないということは、患者群
における脳の効率の高さをむしろ意味するのではないか:賦活の評価には高低とタイミ
ングの2つがあり、双極性障害では、後者の遅れがより特徴的とされており、双極性障

文 査

害における脳機能失調と関連するとされている。

・4 臨床評価と相関がみられた脳賦活音併立(チャンネノレ)は、側頭極に対応するとはいえ
ないのではないか:NIRSは空間分解能が低いため、100%側頭極に対応するとは言えない
が、 NIRSとMR1によるバーチャル・レジストレーション法によればかなりの割合で対応す
るとされている。

⑤抑うっ群が覽解群に比ベて賦活が小さいのであれぱ、課状態では賦活が太きくな
のか:最近の穀告では、繰状態における賦活は、うっ状態よりも大きいが健常群に比ベ
ると小さいとされている。
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⑥左側頭部の賦活と抑うっの重症度との相関が出ているが、その機序にっいて:側頭部
に船ける賦活は状態依存性が強いことがうっ病では報告さ才Lてぃるが、双極性障害では
本研究が初めての報告である。しかし、その機序はわかっていない。また、これまでの
神経画像学的研究では両イ則陛とする報告もあり、半球優イ立性にっいては今後の課題であ
る。

⑦ N1郎の今後の臨床応用にっいて:抑うっ症状をNIRSにより客観的に評価することによ
リ、病期診断、薬物の選択等に繋げていけると思われる。

以上のように質問に対して、当該学位申請者は適切に回答した。また、双極性障害にっ
いての学識.臨床経験を十分有しており、この研究成果は学位授与に相応しいと考えら
れた。
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